
物体を認識する脳内神経伝達メカニズムを解明 

～自閉症患者のコミュニケーション障害の仕組み解明に一歩近づく～ 

 新学術領域「顔認知」第５班（動物班）の独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 神

経研究所 微細構造研究部部長の一戸紀孝らの研究グループは、生体 内神経結合イメージング

法を用いて、生きているサルの脳内で、顔や物体の認知に関わる情報がどのように神経細胞間

を伝達されるかを観察することに成功しました。これにより、顔などの物体認知に関係する神

経細胞には、細かな情報を解析している細胞と、情報をいち早く伝えるよう特殊化された細胞

の２種類がある ことが世界で始めて確かめられました。  

 今回の研究で開発された「生体内神経結合イメージング法」は、手足の動きもある生体で完

全な脳の形をとどめて、脳内の神経結合を調べることができる世界で初めての手法となります。  

 これらの研究は、相手の表情や発言などを認知する能力に障害をもつ自閉症の原因解明とそ

の治療法開発への大きな手がかりとなるものと期待されています。  

 この研究結果は、2012 年 12 月 6 日に英国科学誌 Nature が発行する『Scientific Reports』の on-line 

Journal に発表されました。 
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